特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会第１回総会　議事録
１　日　　時　　　平成２０年１２月１３日（土）
　　　　　　　　　開会　午後３時２０分

　　　　　　　　　閉会　午後５時００分

２　場　　所　　　東京都渋谷区神南一丁目１番１号
　　　　　　　　　岸記念体育館内１０１号会議室

３　出席者数　　　５８人（内表決委任者　４１名）
４　審議事項　　　

（１）第１号議案　特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会役員報告について

（２）第２号議案　特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会の三役会議開催の提案について
（３）第３号議案　平成２０年度事業計画と予算について

設立初年度、研究会の平成２０年４月～１０月３１日までの事業報告
NPO法人発足以降（平成２０年１１月５日～平成２１年３月末）の事業計画について
（４）第４号議案　設立初年度研究会の収支報告及びNPO法人発足以降の収支予算について
（５）その他　　
５　議事の経過の概要と議決の結果
（1） 開会　

　　　　　司会者（事務局）が開会を宣し、本日の設立総会は本人出席１７名と表決委任者４１名の計５８名（１２月１３日現在の会員数６７名）で、定款第２２条により有効に成立した旨を告げた後、協会を代表して田中博が開会の辞を述べると共に、６月２１日の設立総会以降１１月５日の法人設立に至るまでの経過（申請、認証、登記完了）が報告された。
（２）議長選出

　司会者が議長の選出について諮ったところ、司会者一任の声が有り、司会者が一任の可否を求めたところ、全員異議なくこれに賛成した。

　このため、司会者が仲尾勝利を指名し議場に諮ったところ、全員異議なくこれを承認し、仲尾勝利はこれを了承し議長に就任した。
（3） 議事録署名人と書記の選任

議長は議案の審議に先立ち、本日の議案の経過をまとめるにあたり議事録署名人２名と書記１名を選出してもらいた
　　　　い旨諮ったところ、議長一任の発言があり、議長が一任の可否を求めたところ、全員異議なくこれに賛成した。

　　　　　このため議長が議事録署名人に高村卓と児玉拓を、書記に中山勝を指名し議場に諮ったところ、全員異議なくこれを了承し、３名もこれを承諾した。
（4） 議案の審議及び結果

ア　第１号議案　特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会の担当理事を、事前に開催された理事会にて指定した内容が会長より報告され了承された。
会長　　田中　博　・　副会長　今井信親　・　事務局長　中山　勝　・　会計　荒井正敏　・　広報　藤島由宇　木島英登　・　選手強化　　杉本光正　・　普及営業　　櫻内保幹　仲尾勝利　　・　技術　木村治雄
　　　　　　監　事　　　山口征矢　　　浦野　弘
　　　　　この担当理事の下に、会長、副会長及び担当理事でスタッフ数名を指定する。
イ  第２号議案　特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会の三役会議開催の提案について
　　　　　　議長は、理事会から提案された三役会議開催について田中会長に説明を求めた。田中会長が三役会議（会長、副会長、事務局長）は理事会の決定事項について具体的な活動をフォローするものであるとの意義を説明し、この提案について会員の理解を求めた。
　　　　　　会員より、三役会議の位置付けが、理事会より上の位置として捉えられる事とその文面の簡潔化が求められた。
審議の結果、名称及び簡潔化について以下の内容にする事とし、全会一致で承認可決された。
1)名称を運営会議とする。

2)定款の定める１８条、２７条を執行するに当たり運営会議を開催する。運営会議は会長、副会長、事務局長及び担当理事によって開催されるものとする。
　　　ウ　第３号議案　平成２０年度事業報告と予算について
　　　　　　議長は、本件議案の説明を担当理事に求めたが総会欠席の為、会長が代行として説明することで全員の承認を得た。
1)  日本トレイルO研究会１１期（平成２０年４月～１０月末）の事業報告　（別紙資料１）

2)  NPO法人トレイルO協会（平成２０年１１月～２１年３月末）の事業報告と計画（別紙資料1・2）

設立総会で承認された事業計画の平成２１年３月末までの具体案を次のように計画する。

広　　報：ホームページの充実、会員への情報提供、マスコミへの情報提供、各トレイルO大会及びトレイルO

のつどい・体験会の広報
　　　　　　選手強化：JOAトレイルO委員会の委託を受け、下記の事業を行う。

　　　　　　　　　　　世界選手権日本代表強化特別チームの結成

　　　　　　　　　　　代表選考会の開催準備

　　　　　　　　　　　強化練習会・合宿の実施計画の策定

普及営業：スポンサー活動の立案、つどい事業、体験会の計画策定、県協会との提携、補助金に関する事務など　　　　　　　　　　　　　　　　の助言、サポート
技　　術：Pクラス選手の強化用カリキュラムの作成、過去のコントロールから問題解決の判例集の作成、方法などの検討と着手

事務局　：平成２１年度のJTOC開催の準備、北海道の講習会及び平成２２年度のオリエンテーリングフェスタ

in北海道の準備、四国でのトレイルOの普及を目指す
3) 日本トレイルO研究会１１期（平成２０年４月～１０月末）の決算報告　（別紙資料3）

4) NPO法人トレイルO協会（平成２０年１１月～１２月１３日）の予算執行及び途中経過の報告（別紙資料4）　

上記報告事項については全会一致で承認された。

（５）議長解任

　　　　　　以上をもって、設立総会の議事をすべて終了したため、議長は今後の特定非営利活動法人トレイル・オリエンテーリング協会の発展について協力を要請し、降壇した。
　　　　　　
（5） 閉会　司会者が午後5時10分に閉会を宣し、NPO法人第１回総会を終了した。

以上、この議事録が正確であることを証します。

　　　　　　　平成２０年１２月１３日
　　　　　　　　　　　　　　　
 議　　　　長　　仲　尾　勝　利　　　　　　　　　印 　
　　　　　　　　議事録署名人　　高　村　　卓　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　議事録署名人　　児　玉　　拓　　　　　　　　　　印
